
―アベリスツイス（Aberystwyth）―

イギリスのロンドンから西へ列車で約6時間のカーディガン湾に面した人口約12,000人の町です。

主な産業は農業(牧畜)、商業、観光業で、ウェールズ大学アベリスツイス校、国立図書館など文教施設があ
ることから学生が多く、世界各国からの留学生も多いところです。

レンガ造りの家並みと田園、美しい海岸が印象的な美しい町で、観光地として人気が高く、夏は避暑を楽しむ
多くの観光客で賑わいます。

ウェールズの歴史と文化を誇りにし、ウェールズ語を多くの人が話し、町のサインも英語とウェールズ語が併記
してあります。陽気で歌の好きな親切な人々が多いです
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・おはようございます→『ボレ・ダ』 ・ごきげんいかがですか→『スットゥ・マイ』
・こんにちは→『ディーズ・ダ』 ・さよなら→『ホイル』
・おやすみなさい→『ノス・ダ』

ウェールズ語の語源は、ヨーロッパで最も古いとされている言葉の一つであるケルト語（ゲ－
ル語）。ウェールズ語で ＷalesのことをＣymruカムリと言い、「同胞の人々の住む国」といった
意味がある。「Croesoi i Ｇymuru（クロイソ・イ・ガムリ＝ようこそ、ウェールズへ）」という
サインをあちこちに掲げられ、旅人を温かく迎えてくれます。また、標識などはすべて公用語であ
る英語とウェールズ語の二通りで示されています。

言語

ウェールズ語のあいさつ
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2010アベリスツイス訪問事業日程概要

事 項 内 容

9月7日 火 参加者選考抽選会

第１回事前研修会 事前研修（派遣事業の概要、旅程、提出書類の説明）

9月22日 水 第２回事前研修会
事前研修（日本旅行から傷害保険･通貨両替などの説明、自己紹介、交流
意義の説明など）

10月4日 月 第３回事前研修会 事前研修（講話加悦谷終戦前後、ウェールズ･アベリツイス調査発表、前回訪問ではなど）

10月17日 日 第４回事前研修会 事前研修（慰霊碑参拝、大江山ニッケル鉱山跡（煙突附近）視察、余興について）

10月24日 金 第５回事前研修会 事前研修（余興練習、研修の心得など）

11月2日 火 与謝野町を出発

関西国際空港からDubai空港へ

11月3日 水 Dubai空港で乗り換え

Birmingham空港から列車でAberystwythへ

Aberystwyth到着
Arwel会長ほか協会員、ホストファミリーが出迎え。高校生はそれぞれのホスト
ファミリー宅へ

11月4日 木 800年前の城跡（CASTELL-Y-BERE）の見学

TALYLLYN RAILWAY（ミニSL）の体験乗車

11月5日 金 Penweddig校内見学

CEREDIGION CITY HALL 見学 町長、教育長、Ceredig議員

Penweddig校学校紹介 Arwel会長からPenweddig校学校紹介・ウェールズの教育事情について

Penweddig校プライマリースクールで交流 プライマリースクール｛3～11才｝で授業見学と児童との交流

11月6日 土 ホストファミリー

コンサート
Aberystwyth University構内アートセンターにて
ハープ、フルート、クラリネット、ヴァイオリンコンサート

11月7日 日 故Frank Evans氏の墓参り TalybontにあるFrank Evans氏の墓前にて、平和の希求を誓う

礼拝堂訪問 故フランク･エバンス氏の近所の方々も集まり歓談

午後：ホストファミリー

11月8日 月 LLANWNNEN PRIMARY SCHOOL 故フランク･エバンス氏の通った小学校

CARDIFF CITY CENTER ウェールズの首都Cardiff

11月9日 火 Penglais校内見学 進路指導、料理、言語棟での授業見学、参加

午後：ホストファミリー

歓迎会
友好協会主催による歓迎レセプション
（Aberystwyth University sports and social club）

11月10日 水 Machynllethのマーケット見学

山歩き CADAIR IDRIS山地

11月11日 木 Aberystwyth University見学 学生の案内により見学

National Library of Walseを見学

旧Town Hall前 旧加悦町時代に植樹された桜を見学

Penglais校記念品交換 2006年に植樹した椿

11月12日 金 Aberystwth出発

Birmingham空港からDubaiへ

11月13日 土 Dubaiから関西国際空港へ

与謝野町に帰着

月 日

ジェイク、キャロラインの運転、案内による

-6-



２０１０

アベリスツイス訪問
-友好と平和を誓って-

-
7
-


